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知識創造社会に向けた企業経営に求められる要件

１
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企業を取り巻く環境の変化

環境の変化に対応した経営戦略が必要

１-１

グローバル競争の激化グローバル競争の激化

お客さまニーズの多様化お客さまニーズの多様化

企業の社会的責任の企業の社会的責任の
重要性増加重要性増加

CompetitorCompetitor

CustomerCustomer

CompanyCompany



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

これからの経営に求められること

環境の変化に対応するには、人の「知」を活かすことがより重要に

１-２

グローバル競争の激化グローバル競争の激化

お客さまニーズの多様化お客さまニーズの多様化

企業の社会的責任の企業の社会的責任の
重要性増加重要性増加

CompetitorCompetitor

CustomerCustomer

CompanyCompany

日常的改善を超えた
イノベーションの創出

（知の創出)

お客さま視点で
企業内外のコアを連携

（知の連携)

積極的かつタイムリーな
社外への情報発信

（知の発信)
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「知」を経営資源として活かすことが必要な時代

「知」を融合する活動プロセスの繰り返しにより環境の変化に即応

１-３

知の
融合

•お客さまの声
•生産工程状況
•在庫状況
等のリアルデータ

•お客さまの声
•生産工程状況
•在庫状況
等のリアルデータ

•より高度なサービス
•革新的なサービス
の提供

•より高度なサービス
•革新的なサービス
の提供

蓄積

抽出

評価

取得

実行

ビジネス
プロセス

気づき・
仮説

アイデア・
ノウハウ

事実・
傾向

知的活動プロセス
による知の変化

ビジネス
戦略
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「知」を活かした経営に求められる３つの要件

社会的責任を果たす
積極的情報開示
（知の発信）

社会の信頼革新への挑戦

イノベーションによる
高付加価値化
（知の創出）

変化への即応
お客さまニーズの変化

 への迅速な対応
　　　（知の連携）

健全

柔軟

創造

1. 創造：

 
将来を見通す目

2. 柔軟：

 
柔軟なハンドルさばき

3. 健全：

 
しっかりとした足回り

「知」を活かした経営には「創造」「柔軟」「健全」の３つが必要

１-４
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ある新商品の販売状況を想定する 創造

再度のシェアアップを図るために、経営者であるあなたはどうしますか?

●

①新商品販売開始

②商品のよさで
シェアアップ

③現在

●

●

●

消費者の飽き
類似製品の参入
価格競争

時間

復活を目指したい!!

ある新商品の販売状況を想定してみましょう

１-５

製
品
シ
ェ
ア
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さまざまな部署で「知」を生み出して対応

例えば、次のような対策を取るのではないでしょうか?

お客さまの声を分析し強みとする部分を決める。
競合他社を調査し弱みを分析する。

企画
部門

製造
部門

営業
部門

部品の調達先を見直して価格を下げる。
生産現場をJust-in-Time化して在庫を無くす。

Worldwideなどチャネルを開拓して販路を増やす。

1人に1台化を図り顧客数を増やす。

創造

知

知

知

社内のさまざまな部署で「知」を生み出して対応

１-６

コアとなる商品の強みに集中して更に強くする。
新しい機能を付加価値として追加する。

設計
部門

知
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工程状況がリアルタイムにわからない。
工程遅延の原因究明に時間がかかる。

倉庫に商品在庫を
過剰保有することによるコスト高。

現場の状況を把握できない経営上の課題 創造

現場のリアルタイムな情報がなく経営判断ができないケース

生産現場

在庫現場

経営者であるあなたは「生産コストの削減を図りたい」と考えました。

ところが、
生産現場、在庫現場の情報を
的確に把握できず、工程変更・
製品仕様変更などの経営判断
ができません。

経営者

１-７
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「知」を生み出す源泉 創造

知人・組織

センサー・
RFID

より多くの事実がより的確な「知」を生み出す。

ネット社会

　
　
　
　

 事

実

の
見

え
る

化

１-８

知

 の

 創

 出

「知」を生み出す



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

顧客が企業にとって一番の財産 柔軟

顧客の獲得と維持には顧客を360度から見通せることが重要

同一顧客

 が重複して

 いないか？

各店舗での
商品の購入
履歴は？

クレームの

 情報は揃っ

 ているか？

家族関係ま

 で把握して

 いるか？

重複した営業活動を
防止したい。

すべての購入履歴から顧客の
　購入傾向を把握し、確度の高い
　営業活動をしたい。

クレーム情報を商品の
改善に活かしたい。

家族状況まで把握したきめ細かい
　営業提案活動をしたい。

知

知知

知

１-９
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顧客がベースが増えない経営上の課題 柔軟

タイムリーに顧客ニーズが掴めないため、顧客ベースが増えないケース

経営者であるあなたは、既存顧客の維持
　と顧客層の拡大で、収益を上げたいと
　考えています。

店舗A 店舗B

氏名：日立太郎
住所：品川区
電話番号：
販売履歴：
　商品Ｙ、Ｚ
家族構成：妻

氏名：日立太郎
住所：港区
電話番号：
販売履歴：
　商品Ｘ
家族構成：独身

顧客情報 顧客情報ところが、
店舗毎に独立した顧客管理のため、
タイムリーに顧客ニーズが掴めません。

１-１０
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「知の連携」が多様なニーズに応える 柔軟

情報の迅速な統合と柔軟な活用がキー

店舗B

情報

情報の統合/
　仮想化

情

 報

 の

 統

 合

情

報

活

用

ア
プ

リ
ケ

ー

シ
ョ
ン

サービスの連携による
アプリケーション構築

店舗A

情報

•顧客情報
•商品情報
•在庫情報

：

１-１１

「知」を連携し、
活用する
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企業の信頼性に対する要請 健全

社会からの信頼を得るにはステークホルダーとの健全な関係が必要

投資家
(国内/海外)

企業活動

顧客 取引先

地域社会従業員

１-１２
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企業自らの価値向上を目指す 健全

内部の統制と積極的な情報開示が企業価値を高める。

投資家
(国内/海外)

企業活動

顧客 取引先

地域社会従業員

１-１３

内部統制

日本版SOX法対応

CSR活動

情報開示とコミュニケーション

企業の「知」を

 外部に発信する

CSR: Corporate Social Responsibility 

ブランドマネジメント

企業価値の認知
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「知」を活かした経営の実践

「創造」「柔軟」「健全」の３要素で企業経営をドライブすることが重要

ドライバーは
経営者であるあなたです

１-１４

社会的責任を果たす
積極的情報開示
（知の発信）

社会の信頼革新への挑戦

イノベーションによる
高付加価値化
（知の創出）

変化への即応
お客さまニーズの変化

 への迅速な対応
　　　（知の連携）

健全

柔軟

創造
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ITによる知を活かした経営へのアプローチ

２
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ITによる知を活かした経営へのアプローチ

RFIDによる
現場情報を活用した
生産改革

健全

柔軟

創造

知を活かした経営へのITによる実践的アプローチをご紹介します

ITを活用した内部統制による
積極的情報開示

サービス指向(SOA)による
流通改革

①

②

③

「知」を活かした
経営

SOA：

 

Service Oriented Architecture

２-１
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ユビキタス技術を使った現場情報の収集２-２

工場
物流 医療

ｵﾌｨｽﾋﾞﾙ

工程管理による

 
生産性向上

輸送コストの削減

入退室管理による
セキュリティ向上

現場現場

RFIDデバイス

・UHF帯製品

μ-Chip Hibiki

現場情報現場情報
（ファクト）（ファクト）数量 時間 ID 温度 位置 ・・

ユビキタス技術ユビキタス技術

指静脈認証

センサー

日立AirSense™
  

患者管理による
医療の質の向上

事業活動の最前線である現場の情報を大量・迅速に集めることが可能に

創造
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バックオフィス業務

顧客管理

SCM

TMS

SFA

生産計画
現場との

プロセス連携

２-３ 現場情報の活用における課題

現場業務

製造

現場情報
の共有

情報・プロセス
の分断

現場の状況が
見えにくい

より状況に的確

 
な業務判断
がほしい

物流

SFA: Sales Force Automation
SCM: Supply Chain Management
TMS: Transportation Management System

配送効率の
把握

生産効率の
把握作業時間

位置

積載個数

生産個数

生産
指示

配送
指示

創造

現場情報を共有し、改善・改革への気づきを活性化することが重要です。
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２-４ 適用例：RFIDを適用した生産改革

・

 
RFIDタグ付き作業指示票により、工程のリードタイムを測定

・

 
生産状況/進捗をリアルタイムモニタリング、共有

・

 
既存システム（生産計画、CRM）との連携による現場情報活用

製造セルRFID
R/W

作業者

プリント基板

RFIDタグ

作業指示票

工程１ 工程２指図開始

作業指示票

製造現場
生産ライン
管理者

生産状況のリアルタイム/
継続的モニタリング

工程の
ボトルネック発見

作業配置
変更 気づき

開始/終了時間の測定

営業部門

生産
計画

CRM

お客さま

納期連絡

生産スケジュール
変更

工程状況の
リアルタイム

共有

納期遅延
の可能性発見

気づき

CRM: Customer Relationship Management

・・

RFID適用により現場の状況/ボトルネックを正確・迅速に把握

創造
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２-５ 適用例：RFIDを適用した生産改革

製造セルRFID
R/W

作業者

プリント基板

RFIDタグ

作業指示票

工程１ 工程２指図開始

作業指示票

製造現場
生産ライン
管理者

生産状況のリアルタイム/
継続的モニタリング

工程の
ボトルネック発見

作業配置
変更 気づき

開始/終了時間の測定

営業部門

生産
計画

CRM

お客さま

納期連絡

生産スケジュール
変更

工程状況の
リアルタイム

共有

納期遅延
の可能性発見

気づき

・・

改善の加速、

全体最適化

　現場情報の

精度と効率、

可視性の向上

　現場における

気づき

　改善策/新施策を適切に実行

気づきの活性化

現場情報に基づく気づきを起点に、現場改善と業務の最適化が進みました

・

 
RFID適用により　現場状況測定の精度や効率、見える化が向上

→　気づきを活かした現場改善：　リードタイム短縮、生産性向上

・

 
他部門との現場情報共有により　気づき、施策検討が活性化

・

 
企業情報システムとの連携により　業務の全体最適化が加速

効
果

創造

・生産リードタイム20%短縮
・作業効率20%向上

施策検討
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新商品
新事業

組織改革
制度改革

企業合併
対外連携

業務改革
(販売、流通・・)

戦略変更 実ビジネスへの埋め込み

 には新たな業務プロセス
の構築やITシステムの
組み直しが伴う

現場改善
経営改善

業
務
プ
ロ
セ
ス

業
務
プ
ロ
セ
ス

◎
→

□
→

□
→

○ ×

競争を勝ち抜く要件競争を勝ち抜く要件

知の連携による
変化への即応

業務プロセス・ITシステム
の即応性、柔軟性

ITシステムの要件ITシステムの要件

市場環境の変化市場環境の変化市場環境の変化
・競争激化（顧客ニーズの変化・多様化、市場縮退、価格競争)
・技術革新(新規市場、新サービス、新製品)
・規制緩和(新規参入、異業種参入、外資参入)

変化へ即応の具現化

２-６ 競争を勝ち抜く為のITシステムの要件 柔軟

競争に勝ち抜くには環境変化に対する柔軟性と即応性が重要

既存システムの活用既存システムの活用

標準技術採用標準技術採用
散在する情報の散在する情報の

 
統合統合

サービス連携サービス連携
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店舗 取引先

　　

本部
発注

仕入

物流・在庫

計画・分析

販売

個別システムの集合体個別システムの集合体

　　
消費者

２-７

店舗管理店舗管理

販売管理販売管理

商品管理商品管理

顧客管理顧客管理

顧客データの分散・重複顧客データの分散・重複

物流管理物流管理

取引先管理取引先管理

大規模小売業における既存システムの課題 柔軟

個別システムの集合体では顧客ニーズの変化や多様化に即応できない。

全体的な顧客傾向

 が把握できない。

取引先とのタイムリー

 な連携が困難

顧客ニーズの変化や多様化に、

 タイムリーな対応が困難
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店舗 取引先

店舗・本部・取引先のサービスを連携店舗・本部・取引先のサービスを連携

　　
消費者

マスター・データの統合マスター・データの統合

２-８

顧客の購買傾向の把握が
容易に

　　

本部
発注

仕入

物流・在庫

計画・分析

販売

店舗管理店舗管理

販売管理販売管理

商品管理商品管理

顧客管理顧客管理

物流管理物流管理

取引先管理取引先管理
既存システムの活用で合理的

 なコストと短工期を実現

顧客ニーズに即した顧客ニーズに即した
戦略的品揃え戦略的品揃え

　

連
携

強
化

店舗や取引先の知の連携で顧客ニーズに即応した商品・サービスを提供

柔軟サービス連携による流通改革

顧客ニーズに

 合った商品をタ

 イムリーに発注
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企業を取り巻く社会的環境の拡大 健全２-９

投資家

企業活動

顧客 取引先

従業員

これまでは多くの面で暗黙の了解を前提にできました

・共通の言語・文化
・共通の商習慣
・人間関係
・・・・

共通理解に基づく信頼
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企業を取り巻く社会的環境の拡大 健全

投資家

企業活動

顧客 取引先

地域社会従業員

これからは未知のステークホルダーとの信頼関係構築が必要です

・言語・文化の違い
・商習慣の違い
・労働観の違い

見出し

・企業活動に注目する
　人々の増加
・地域社会との新たな関係

２-１０
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どうすれば信頼が得られるか 健全２-１１

環境保護 規制物質不使用CO2削減

災害対策

ＩＴ事故防止

知的財産権
保護

機密保持

談合・独占
防止

個人情報保護

目的外利用防止

漏えい防止

財務報告の
信頼性

製造物責任

情報
開示
情報
開示

適切な企業統治に基づく積極的情報開示が企業に信頼をもたらします

経営者

報告

従業員

指示

監査人

監査

改善徹底

統制活動

健全な経営
健全な

業務遂行
ＰＤＣＡ
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どうすれば信頼が得られるか 健全２-１２

環境保護 規制物質不使用CO2削減

災害対策

ＩＴ事故防止

知的財産権
保護

機密保持

談合・独占
防止

個人情報保護

目的外利用防止

漏えい防止

財務報告の
信頼性

製造物責任

情報
開示
情報
開示

適切な企業統治に基づく積極的情報開示が企業に信頼をもたらします

情報
開示

経営者

報告

従業員

指示

監査人

監査

改善徹底

情報
開示

統制活動

健全な経営
健全な

業務遂行
ＰＤＣＡ
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適用例：ITによる業務の統制とITの統制 健全２-１３

情報開示には適切な業務の統制とその証拠（証跡）が必要

業務部門

ＩＴ部門

証跡が紙なので
監査・検証が大変

統制と
業務効率が
両立しない

運用の正しさを
示す証拠はある？

システム変更は正しく

 
行われている？
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健全２-１４ 適用例：ITによる業務の統制とITの統制

業務部門

ＩＴ部門

部内審査 審議 決裁 報告

○○ビジネスプロセス定義

申請者通知

起案部門 審議・決裁部門

報告審議

関連部門

ITを活用した内部統制が安心して開示できる情報を提供します

【Ｗｅｂ/ＡＰ/ワークフローサーバ】

申請書類 作業ログ

システム
稼働履歴

変更作業
履歴

障害対応
履歴

サーバ
アクセス履歴

内部統制
報告書

統制の自動化で

 
効率アップ

ボトルネックの把握から

 
業務改革へ

IT自身の統制により
業務システムと

データの信頼性を
確保

監査対応が
容易に

証跡(証憑書類、作業ログ)の取得
→作業トレース表示

証跡(証憑書類、作業ログ)の取得
→作業トレース表示

業務の流れと
権限分掌の明確化

業務の流れと
権限分掌の明確化

統制のフローへの埋め込み統制のフローへの埋め込み

案件進捗状況の把握案件進捗状況の把握
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次世代情報システムのあるべき姿

３
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次世代情報システムの役割

人の知的活動の支援により、知を活かした経営を支える。

健全柔軟創造

次世代情報システム次世代情報システム
知の創出・連携・発信による知的活動の効率化・加速化を支援

３-１

ＩＴ基盤ＩＴ基盤

事実・
傾向

気づき・
仮説

アイデア・
ノウハウ

知的活動知的活動

ビジネス
戦略

ビジネス
プロセス

知の
創出

知の
連携

知の
発信
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パートナー
お客さま

現場
フロントオフィス

知的活動を支えるＩＴ基盤の広がり

情報システムを支えるＩＴ基盤は２つの方向に拡張する。

コーポレート
バックオフィス

センサー

ＲＦＩＤ セキュア端末

生体認証モバイル サーバ

ストレージネットワーク

統合
運用管理

情報統合／業務プロセス統合SaaSWeb2.0

協働性

遍在性

・個別最適から全体最適へ
・企業内ネットワークから
　パートナーネットワークへ
・独自ノウハウから
　社外ベストプラクティスへ

・PCによる入力から、モバイルによる入力へ
・人間による確認から、センサー／RFIDによる自動確認へ
・パスワード認証から生体認証へ

知的活動の
場の広がり

３-２
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パートナー
お客さま

現場
フロントオフィス

知的活動を支えるＩＴ基盤

３つの基盤で知的活動を支援する

コーポレート
バックオフィス

センサー

ＲＦＩＤ セキュア端末

生体認証モバイル サーバ

ストレージネットワーク

統合
運用管理

情報統合／業務プロセス統合SaaSWeb2.0

知的活動の
場の広がり

コラボレーション基盤

エンタープライズ基盤

ユビキタス基盤

ヒト、モノ、環境に関する正確で高精細な情報を可視化

社内外の人やシステムを

 融合し、情報やプロセスを
統合

ＩＴリソースの仮想化と

 運用の自律化で、

 業務を継続的に実行

３-３
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ユビキタス基盤の役割

ヒト、モノ、環境に関する正確で高精細な情報を可視化

現場情報
(ファクト)

可視化

 （見える化）

ヒトやモノが
いつ、どこで、
どうなったか

・データ手入力に比べ、

 　高精細・正確・リアルタイムな情報
・これまで見えなかった傾向が見える

・現場主導の改善・改革
・PDCAの短サイクル化

傾向

現場

ユビキタス
機器

（生産）

（流通）

（販売）
効
果

知の
創出

３-４

事実
事実

事実 仮説

気づき



© Hitachi, Ltd. 2007. All rights reserved.

コラボレーション基盤の役割

社内外の人やシステムを融合し、情報やプロセスを統合

・オープンイノベーションの実現
・Win-Win関係のビジネスモデル構築

効
果

パートナー
お客さま

現場
フロントオフィス

コーポレート
バックオフィス

人の知を統合
外部知を導入し、

まったく異なる視点
からアイデアを造る

業務プロセスを統合
外部のベスト

 プラクティスを導入し、

 迅速にビジネス

 モデルを創る

情報を統合

 各業務システムに

 分散している

 情報を一元的に集約

物流BPO

営業
SaaS

ERP CRM

文書

 管理お客さま

コンサルタントパートナー

幹部
社員 自社工場

SaaS: Software as a Service
BPO: Business Process Outsourcing
ERP: Enterprise Resource Planning
CRM: Customer Relationship Management

ノウハウ

アイデア

ビジネス
モデル

知の
連携

３-５
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エンタープライズ基盤の役割

ＩＴリソースの仮想化と運用の自律化で、業務を継続的に実行

・業務の継続による顧客信頼の醸成
・正確な記録保持による経営の透明性確保

効
果

知の
発信

スケーラブルかつ

 自律的な
ＩＴリソース配分

利用者の増加

３-６

ピークの変動

セキュアで
高信頼な

処理実行と
データ保護

不正・改ざん

自然災害

Plan

DoCheck

Act

機器の柔軟な増設・変更

業務履歴

財務諸表

ビジネス
プロセス

知の
連携
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ユビキタス基盤の取り組み

独自の強みを持つデバイス群と、大量・多様なデータを扱うソフトウェア群

・UHF帯製品

μ-Chip Hibiki

RFIDデバイス

センサー

日立AirSense™
日立AirLocation™ II

生体認証

日立指静脈認証

ミドルウェア

大量かつ
形式が多様な
データストリーム

イベント通知

データ連携

プロセス連携
コントローラ

ユビキタス
コントローラ

３-７
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コラボレーション基盤の取り組み

既存システムを活かしＳＯＡに基づく全体最適なシステムを目指す

各種サービスを柔軟に組み合わせる

 システム構築

Rapid
な開発

Pluggable
な構築

Collaborative
な運用

オープンなツールと

 体系化されたドキュメントによる
サービス開発

オープンなツールや

 最新のサーバ技術を活用した
システム全体の統合運用

　プロセス統合基盤

インタフェース統合基盤

メインフレーム
システム

業務
システム

ワークフロー
システム

バッチ
システム

パッケージ
システム

情報統合基盤

運
用
統
合

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
／

適
用
ガ
イ
ド

３-８

(コズミネクサス)
統合システム構築基盤「Cosminexus」

SOA: Service Oriented Architecture

既存システムも
有効活用
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エンタープライズ基盤の取り組み

HDP仮想ボリューム

実ボリューム

HDPプール

仮想化されたストレージ

仮想化されたサーバ/ストレージで、変化に強いスケーラビリティを確保

３-９

ボリューム容量仮想化機能

 （Hitachi Dynamic Provisioning; HDP）

仮想化されたサーバ

with Virtage

業務サーバ

SAN

(バタージュ)ハードウェアアシスト型の
サーバ仮想化機構

SVP：Service Processor

BladeSymphony

WindowsWindows
Red Hat
Linux

with Virtage

ＳＶＰ

ブレード
サーバ部

ネット
ワーク部

ストレージ部

アプリケーション

サーバ管理ソフトウェア
BladeSymphony Manage Suite

プール拡張
統合サービスプラットフォーム

Hitachi

 Universal

 Storage

 Platform V

 (USP V)

http://www1.oji.hitachi.co.jp/h9000v/promotion/pro/photo/prod_img/superdome2_F.jpg
http://www1.oji.hitachi.co.jp/h9000v/promotion/pro/photo/prod_img/superdome2_F.jpg
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次世代情報システムのあるべき姿

知的活動を支援するＩＴ基盤で、経営に知を活かす

既存情報

 
システム

外部ASP
/SaaS 業務

プロセス

Web2.0

 
サービス

パッケージ
アプリ

健全柔軟創造

知的活動の場知的活動の場

コラボレーション基盤

エンタープライズ基盤

ユビキタス基盤

業務

 サービス群

３-１０
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次世代情報システムのあるべき姿

既存情報

 
システム

外部ASP
/SaaS 業務

プロセス

Web2.0

 
サービス

パッケージ
アプリ

健全柔軟創造

知的活動の場知的活動の場

コラボレーション基盤

エンタープライズ基盤

ユビキタス基盤

業務

 サービス群

３-１０
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・現場情報の可視化

・社内外の人やサービスの融合

・改善・改革の気づきを得る

・イノベーションを加速する

・社外も含めた迅速なサービス統合

・散在する関連情報の統合

・先んじて競争優位に導く

・顧客中心のサービスを提供

・ステークホルダとの対話環境の提供

・内部統制と迅速な情報開示

・周囲の信頼感の醸成

・経営の透明性確保

創造

柔軟

健全

Ｉ
Ｔ
基
盤
の
特
長

経
営
へ
の
効
果

知的活動を支援するＩＴ基盤で、経営に知を活かす
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まとめ

４
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４ まとめ

知を活かした経営に欠かせない３つの要件と、ITによるアプローチ

次世代情報システムの役割

次世代情報システムのあるべき姿

知的活動を支援するIT基盤で、
経営に知を活かす

変化への即応革新への挑戦 社会の信頼

RFIDによる現場情報
を活用した生産改革

サービス指向（SOA）による
流通改革

ITを活用した内部統制
による積極的情報開示

サービスプラットフォームサービスプラットフォーム

健全柔軟創造

知的活動の場知的活動の場

サービス群

創造 柔軟 健全

既存システムを活かし、合理的
なコストでシステムを構築
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知識創造社会の企業経営を支える次世代情報システムへのアプローチ

株式会社

 

日立製作所　ソフトウェア事業部

新分野事業推進室

大場　みち子
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Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国でRed Hat, Inc. の登録商標若しくは商標です。
Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
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